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グループを形成 し,やがて各地区にむける集積 。集中によつて少数巨大企業がその中核として生成 し,
か くして少数巨大企業とそれが寄生する大量の中小企業群からなる諸地域的グループが相互に激 しく
競争 しつつ分散的に再生産され,地方 ・分断的な再生産一 資本蓄積過程を展開した。
炭鉱労働力は,地主の鉱区所有と結合する炭鉱企業の下に分断され,地域的企業群の下に地域的労
働力群 として把握され,生産諸条件の顕著な地方的多様性の上に歴史的に形成された生産の様式 ・分





刀の再生産 一 補充構造を形成 した。
かかる地:方・分断的な再生産構造一 資本関係に規定 されて地方 ・分散的な坑夫組合に対抗ずる炭
鉱所有者団体は,地方 ・分断的に生成 ・確立 し,政治的機能をもつてそれらに先行して成立した大英
鉱業協会に結集する。他方出来高賃金形態,企業毎 の労働諸条件の多様性,企業の分断的労働刀把握
の下で優れて職場問題 として生起する労働 一 賃金問題に澄いて個別企業に対抗する必要と地域的な
集中的居住によつて,坑夫組合の基礎組織は職場組織一 「坑支部」 として生成,確 立した。その結果
そ:れを基礎組織とする坑夫組合は,高慶の労働組合民主主義 と強固な団結,全職種を包括する先進的
組織形態を特質とした。諸坑夫組合は,地方 ・分断的に再生産 一一 補充される炭鉱労働者を結集し,
賃金 ・労働諸条件が相対的に近似的な一定の地区内に澄いてそれらを規制し,地方 。分断的な資本の




な労働支配 を打破 して炭鉱労働者の全国的統一を確保 しようとする時,一方で全国統一斗争を組織し,
他方で資本の地方 。分断的労働支配の社会的機構である地方 ・分断的な労働 一 賃遮協約の統一をは
か らねばならなかつた。労働協約は,地'方。分断的資本関係及びそれを支える労働諸条件の地方的多
様性に規定されて地方 ・分断的に生成 。発展 し,伝統的に販売価格スライディング・スケールを固執 し
た。世界市場への依存度が高い英国炭鉱資本は,必然的に激 しい市場変動 一 価格変動によつて資本
蓄積を撹乱されるの矯 コス トにかいて異常に高いヒヒ重を占める賃金の炭価変動に照応する変動,投
下可変資本量の事後的調整を労資協調的に遂行する熾烈な要求を有したのである。
第2篇 第 一次 大 戦 前 に お け る炭 鉱労働 政策 とMl・F.G6B
炭鉱資本は,地 方 ・分散的 に生成 した諸地方坑夫組合 に地 方 ・分断的 な販 売価格 スライディング ・ス
ケール協 約を強制 して,大 不況に よる炭価 下落 の重圧 の坑夫賃金への転嫁,坑 夫組合運動 の分断 ℃去
勢 ・解体 を進 めた。第一 次大戦前における炭鉱資本の労 働 一 賃金政策 の核心 は,販 売価格 スライディ
ング ・スケールに よる坑 夫組合運動 め分断 ・去勢 ・弱化=地 方 ・分断的労働支配 の維持 ・強 化と賃金
統制の執 拗な追求の うちに見出す ことが できる。M・F・G・B(大 英坑夫連合)の 成立 と坑夫 組合
運動 の統一の前進を前提 に して最低賃金条項 を伴 な う調停委 員会協約を締結 した後 も,調 停委員会の
仲裁機能を禎杯に してスライディング ・ス ケール協 約化 と地方 。分断的労働支配の維持 ・強化 に努めた。
大不況期にスライテイング ・スケール協約の 下で極度に統一 を破壊 され窮乏化 した坑夫の状態改善の
ために,イ ングラン ド中央部において同協約を拒否 して積極的な統一賃金斗争が進 め られ,1889年
M・F・G・Bを 成立 させた。それは一方 で八時聞労働法制定の実現に努め,他 方でス トライキを伴
な う統一 賃金斗争 によつて生活賃金獲得 のために斗い,そ の前進過程で分散的 な組合運動 の統一に努
め,連 合地域に澄け る統一賃金 交渉 を実現 した。更にそれは1893年炭価 下落 を理由とする賃 下げ攻撃
に対 じτ最低賃金要求 をもつて斗ハ最低賃金 条項をもつ調停委 員会協約を獲得 した。しかし資本 の要 求にょっ
て導入された調停委 員会の仲裁機能 の強化によるM6F・G・Bの斗争機能の制限,剥奪 と調停委員会交渉への
埋没力脂 導部の日和見翻 医支えら托て進み,分 断的労働支配 と賃金統制に寄与 した。か ぐして産業別全
国連合組織 に発展 したM・F・G・Bの 統一後退 ・分散化 と実質賃金の低下,窮 乏化,分 断支配 の一
槙粁 である賃金格差の再生産が進行 しπ。かか る発展 を支えた分散的な調停委 員会協約の最低賃金は,






が,孤立 し敗北した。彼らに反澄 したM・F・G・B指 導部は,組合員大衆のつ き上げによつて当初
地区別異常切羽最低賃金を要求させたが効果なく,遂に執行部が直接要求す る採炭夫1日当り地区最
低賃金と地区別に決定される出来高給諸職種最低賃金と成年5シ リング少年2シ リングを全国的 下限
とする不熟練日給坑内労働者最低賃金を決定 して要求 し,全国的統一と産業別統一交渉の実現 劣悪
賃金の排除,賃 金水準のレヴエリング 。アップをめざして空前の全国炭鉱ス トライキに突入 し,経済










第3篇 第 一 次大 戦 以降 の炭 鉱 労働 政 策 とM・F・G・B






炭鉱国管は,労働 一 賃金統制機構として機能 しつつ,他面でM・F・G・Bの 炭鉱国有化要求の
画期的発展の客観的基盤となつた。指導部が国家 とM・F。G・Bの 共岡管理を伴なう国有化の政策
を採択 した時,そ れは国家機構 と接続される国有炭鉱管理機構にM・F・G・Bを 産業別統一一組織と
して編入してその産業別組合定着をはかるという改良主義的組合主義的路線に労働者大衆の労働者管





強制されて基準線ストに入る。政府は鉄道 ・運輸両組合幹部に依拠 して三重同盟ゼネス トを回避 し,
坑夫を孤立させて敗北させ,深刻化した産出高低下克服へのM・F・G。Bの 動員とその去勢及び賃金
統制をはかる売上げ高 スライディング・スケール協約を強制した。




の協約に よる労 資全国組織間の恒久的賃金規制計画に関する交渉は挫折 し,所 有者側は全国統一交渉
・全国一律賃金改訂 と坑 夫の全国的統一 の破壊,大 巾賃下げ と生産性向上への坑夫の動 員をはか る地
区売上高 ス ライディング・ス ケール協 約と空前の地区別賃 下げ を要求 して挑戦 した。M・F・G。Bは
売上高 分配 制に賛成 しなが ら全国賃金委員会 と全国利潤 プールに よつ て国管 下に確保 された全国統一
交渉 ・全国一律賃金規 制を防衛 しようとし,3ケ 月の大争議に突入す る。自由党政府は,一 方で大規
模な抑圧体 制を とりつつ執拗な分裂政策 をとり,鉄道 ・運輸両組合幹部を介 して三董同盟の分裂,崩
壊を遷成 し,坑夫達 を孤立させ て敗北 させた。指導部 の日和見主義的指導 に妨げ られ なが ら坑夫達は
頑強 に斗い,形 式的 な全国協 約制 と全国協約最低賃金条項 を容認 させて全国的統一の足がか りを辛 う
じて防衛 したが,分 断的 な地 区賃金決定機構 と大 巾賃下げを強 制されて不況 下に窮乏化 していつπ。
大戦後 全般的危機 に係 わる諸条件によつて生産刀 と生産開係 の矛盾が尖鋭 化 し,構造的矛盾の深刻
な英国炭鉱業 の輸出困難 が1924-5年以降特に増大 し,更 に金本 位制復活政策に よつて炭価割高 …一1
輸出困難 を加:重され,労 働諸条件 の改悪 を主要手段 と してコス ト低 下をはかる炭鉱合理化が追求 され
る。更に1924年全国協 約に よる全国協約最低 賃金 の引上げ が大巾賃 下げと激化 した地区間競争に対処
する競争的 賃 下げを阻むので,そ の解体 が要求 される。M。F・G・Bは 左翼化 し戦斗的統一を強化
して英国労働組合運動 の強大 な 「前衛」 として成長 していπので,そ の斗争力破壊 ・去勢化を通 じて
のみ炭鉱合 理化 とそれを突破 口とする全般的合理化の遂行,労 働組合 の合理 化強 刀組織への転化 を達
成 しえた。か くして炭鉱合理化は,先 ず第一にM・F・G・Bの 抗争刀粉砕 を課題 と し,炭鉱資本は
分断的専制支配の回復をめざして,特 に 「赤 い金曜日」 の後M。F・G・Bと の産業別統 一交渉 ・全
国協約の完 全な解体=地 区協約制 を要求 した。か くして1925-6年の斗争は,全 国勧 約の解体 と防衛
の対抗を中心的争点 と した。
大戦前形式的 には 「調停者」 として行動 した政府は,全 般的危機 の 下では資本 と露 骨に提携 して労
働運動 を攻 撃するに至つたが,保 守党政府に至 つてかかる傾向は…層露骨になつた。英国労働者階級
が非妥協的 に抵抗す るM・F・G・Bを 支持 してゼネス トを決定 した時,政 府は一一一時後退 し(「赤い
金曜 日」),斗 争準備期間を確保 して空前のゼネス ト抑圧機構の構築 を急 ぐとと もに,サ ミユエル委
員会の活動 と報告 を合理化に反対 する労働者 階級 の統一の思想的破壊のために動員 しπ。M。F・G
・Bは,当 初の産業同盟確立政策の挫折後は特に総評議 会を叩心 とする全:労働者 の統一一とゼネス トの
準備に努めだ。 しか し右傾化 した総 評議会 は ゼネス ト回避 に専念 し,ゼ ネス ト準備 を完全に放棄 した。
しか し保守党政府の挑戦 と労 働者大衆 の抵抗 の決意に よつてゼネス トが開始され るや,労 働者大衆が
イこシヤチブを握つ て指導部の予想 をは るかに こえて創意性 と戦斗性を発揮 し,ゼ ネス トが拡大 ・高
揚 しだ。その懸命の抑制にもかか わらず主導権 の戦斗的労働者大衆 への移行,政 治斗 争的性格の増大,
彼 らの労働組合統制 ・支配 の動揺 が進行 し,更 に強烈な政府 の攻撃 に直面 して驚 愕 した総評議会は,
強引に無条件降服 し,斗争 の全面的敗北を もた らした。孤立 したM・F・G。Bは,そ の後約7グ 月
間頑強に斗い続けだが力尽 きて敗北 し,極 度 に分断的 で劣悪 な地 区協 約を強 制され,激 しい追撃 に よ
つてその分 断 ・弱化 ・去勢化が進行 した。大 巾賃 下げ と労働 日延長,慢 性的大量失業に よつて坑夫達
は窮乏化 し,資 本 の専制支配 下に苦吟するに至った。英国労働組合運動 の全般的後退 。右傾化 ・産業
合理化協力の下で,少 数派運動 とそれを支持する坑夫達は,公 認 組合指導部の攻 撃と組合民主主義破
壊 に抗 して苦難にみちた斗いを続 けた。
経17
論 文 審 査 結 果 の 娑 旨
本論文はわが国に分いてはいまだ体系的 には充分研究されていないイギリス炭鉱業 に澄ける労働政
策 と労働組合運動 とを七の客観的基礎 に照 しあわせて分析 した ものであ り,時期 的 には イギ リス労働
組合運動に冷いて,坑 夫組合 が最 も指導的 な地位 を占 めた19世紀末 か ら第1次 大戦後のいわゆる相対
的安定期にまで及 び,こ の間に於ける労働協 約をめ ぐる労資の対抗関係を分析の中心 と している。
本論文の構成は第1編 英国炭鉱業 に澄ける資本 と賃労働,第2編 第1次 犬戦前に澄け る炭鉱労働政
策 とM・F・G・B,第3編 第1次 大戦以降の炭鉱労働政策 とM・F・G・Bで あつて,各 編3章 な
い し5章 をあて,総 頁数246頁にこれをま とめている。
第1編 ではイギ リ・ス炭鉱業に澄ける労働政策 と労働組合運動 の客観的基礎 を解明する。すなわ ち,
イギllス炭鉱業 に澄け る再生産胃蓄積過程 の構造 とそ の諸矛盾,炭 鉱資本の労働支配 の構造 とそれに
対抗 する労働組合運動 の特長,を 明か にする。第2編 に診いては,第 ヱ次大戦前 の炭鉱資本の労働 ・
賃金政策の展開,こ れに対する坑 夫組合運動 の統一 と団結の発展,こ うしπ労 資対抗の発 展 ・激化に
際 しての国家の労働政策の本質,を 吟味 し,と くにこ こでは19i2年の炭鉱最低賃金法の成立をrP心に
これ らの問題 を考察する。第3編 に澄いては,坑 夫組合 運動 がと くに決定的 な役割を果 した第1次 大
戦以降 の労 働運動 の展開を取扱い,戦 時国家独占資本主義的政策の展開が炭鉱業に訟け る労賢 の関係
をいかに変化 さぜ たか,戦 後炭鉱業の経済的危機 の尖鋭化 ・階級対立 の激化に際 して国家の労働政策
が大戦前のそれに対 してどの ように変化 し発 展 したか,こ の間に澄け る炭鉱 資本の労働 ・賃 金政策,
これに対 してと くに炭鉱合理 化に反対する坑夫連合を中心 とす るイギ リス労 働者階級のゼネス トの必
然性,そ の展開 と崩壊の意義 などを明かにする。以上 全体を通 じて,イ ギIJス炭鉱業に蔚ける労働協
約の展開を労資対抗 の各局面 に論いて明かにしていることは極 めて特長的 である。
本論文に冷いては課題の追究が専 ら炭鉱業に限定 されて船 て,こ れが イギ リスの全労 働運動 の展開
とどのような関係にあるかぽ た本論文の重 要な課題 でちるところの特朱英国的浩級関係の下で労働組 含力韻開した
実践 とそ の意義"に ついては必ず しも明確 ではな く,そ の他 今後 の研究にまたねばな らぬ ところも多
レ・。それに も拘 らず本研究が砥 とん ど空白のまま 放置 され ていたイギllス炭鉱業 における階級対抗の
解明を試み ることに よつて,帝 国主義段階移行期か ら坐般的危機初頭に誇けるイギ リスの階級対抗の
構造 とぞの展開の具体的解明に貴重な貢献をな し,国際労働運動史研究に寄与 していることは疑いな
い。
以上審査 する ところに よつ て,本 論文は独創的研究に よつて新領域 を開拓 し,学 術水準 を高 める も
の と認 め,合 格 と判定 才る。
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